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Ⅶ､本校生徒の性格特性

Ｙ・Ｇ性格検査とＣＡＳ不安診断検査を実施して

健康部中村ハツ子・出野上良子・松田正昭

Ｌはじめに

校務分掌としての本校の健康部は伝統的に養護教諭１名と他教科の教諭２～３名で織成され、本

校生徒の様々な面での健康管理、維持に努めてきたが、この近年、無気力、無感動、思春期の食嗜

不振症（やせ症）や登校拒否、ノイローゼなどの精神的な問題を抱える生徒も多くみられるように

なってきている。

このような状況から、生徒一人一人の性格傾向やその特徴、心理的な不安傾向を知り、理解する

ことが、生徒指導の上でも健康指導の上でも必要だと思われ、その参考資料とすべくＹ・Ｇ性格検

査とＣＡＳ不安診断検査を実施した。生徒個々人につきその結果を処理した後、全てのデータを大

型コンピューターにインプットし、従来、我々教師がフィーリングや"勘,'としてとらえていた本

校生徒の性格特性を心理学的に把握できるよう試みたものである。

ｎＹ．Ｇ性格検査について

①Ｙ・Ｇ性格検査についての理解

この検査は周知のように『質問紙形式』の性格検査である。性格に関するいくつかの質問項目

をならべ、これに対して自分の性格を内省し、『はい』『いいえ』『どちらでもない』の三件から

回答を求め、その結果の統計的考察からその個人の性格特性を測定し、性格診断の資料とするも

のである。質問項目の総数は中学用、高等学校用とも120項目で、この検査によって測定される

性格特性は12特性あり、それぞれの頭文字をもって表記する。

〈１２の性格特性〉

Ｄ：抑魑性（Depression）

度々ゆううつになるなどの、陰気な悲観的な性質である。

Ｃ：回lil性傾向（Cyclictendency）

気が変わり易い、感情的であるなどの、情緒の不安定な性格を見るものである。

Ｉ：劣等感（Inferiorityfeelings）

劣等感に悩まされる、自信がないなどの性質。

Ｎ：神経質（Nervousness）

神経質、心配症、いらいらするなどの性質。

Ｏ：客観性がないこと（Lackofobjectivity）

ありそうもないことを想像する、寝つかれないなどの空想性と過敏性である。

ＣＯ：協調性のないこと（Lackofcooperativeness）

不満が多い、人を信用しないなどの不満性と不信性である。

Ａｇ：愛想のないこと（Lackofagreeableness）又は攻撃性（Aggressiveness）

気が短い、正しいと思うことは人にかまわず実行する、人の意見を聞きたがらない等の、攻

撃的な性質。これが情緒不安定（Ｄ、ＣＩＮ）と結合すると社会的不適応、喧嘩ずき、問

－２０３－ 



題を起こしやすい性格となる。一方、情緒安定性と結びつくと社会的活動性となる。したがっ

て、この尺度の得点が高いことは良い場合と悪い場合とがあり、同様に得点が低すぎる場合

も、良い場合と悪い場合があるから注意を要する。

Ｇ：一般的活動性（GeneralaCtivity）

仕事が速い、動作がきびきびしているなどの身体的な活動と、ほがらかな性質である。

Ｒ：のんきさ（Rhathymia）

人といっしょにはしゃぐ、いつも何か刺激を求めるなどの、気がるな、のんきな、衝動的な

性質である。

Ｔ：思考的外向（Thimkingextravertion）

深く物事を考える傾向がある。度々考えこむくせがあるなどによってあらわされる思索的傾

向、瞑想的反省的傾向の逆方向の性質。考えが大ざっぱでのんきなたちのことである。この

尺度の逆は思考的内向（Thinkingintrovertion）とよばれる．

Ａ：支配性（Ascendance）

会やグループのために働く、引っ込み思案でないなどの、社会性リーダーシップのある性質

で、その反対は服従性である。

Ｓ：社会的外向（Socialextravertion）

人との交際を好む、人と話をするのは好きであるなどの、社会的接触を好む傾向で、その反

対の性格は社会的内向（Socialintrovetion）とよばれる。

②Ｙ・Ｇ性格検査実施にさいして

この検査を中学生・高校生６学年全員を対象に実施した。その結果を採点、処理し、租点をプ

ロフィール欄に一人一人転記した。プロフィールは中学生用、高校生用の別があり、また各尺度

は上段が男子で下段が女子である。

露
検査プロフィールの記入例＞
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次にプロフィールの全体的な傾向を診断した。

がある。

プロフィールには特に顕著な対部として５類型

(Ｙ・Ｇ性格検査プロフィールの類型）
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（平几型）

（安定欄揮型）

（不安定耐模型）

さて、このように分類した場合の各類型の性格は次のように概括できる。

Ａ類（平均型）

これは全くすべての性格特性について平均的な状態を示す人で、万事Ｉこれは全くすべての性格特性について平均的な状態を示す人で、万事につけて調和的適応的

なタイプで積極的にこれといって診断を下しにくいタイプである。

Ｂ類（不安定積極型）

Ｂ型は情緒不安定、社会的不適応、活動的、外向的な人で、性格の不均衡が外へ現れやすい

人で爆発的行動にでやすく、年少者においては、環境や素質面に不利な点が重なると非行的な

傾向が強くなる。

－２０５－ 

タイプ

尺度 情緒安定性

ＤＣＩＮ 

社会適応性

ＯＣｏＡｇ 

活動性・向性

ＧＲＴＡＳ 
備考

(A）平均型 平均 平均 平均 平凡型

⑧右寄り型 不安定 不適応 外向 不安定穂極型

(ｑ左寄り型 安定 適応 内向 安定消極型

Ｃｌ右下がり型 安定 適応又は平均 外向 安定積極型

⑧左下がり型 不安定 不適応又は平均 内向 不安定消極型



Ｃ類（安定消極型）

この型の人は所謂おとなしい消極的な安定した、もの静かな人であるが、活動性がなく、内

向的である点、注意を要する。

Ｄ類（安定職種型）

この型の人は最も理想的な人格の持主で、情緒的にも安定し、社会的適応力もよく、活動的

で対人関係もうまくいくタイプであり、学校でも問題は少ない。

Ｅ類（不安定消極型）

この型はＤ型の反対で、情緒不安定、非活動的、内向的で、ノイローゼ傾向の強い人達であ

る。学校でも問題傾向を示す。

③Ｙ・Ｇ性格検査の結果

生徒一人一人のＹ・Ｇ性格検査の結果をプロフィールに記入し、その傾向を判定した｡次に性

格の学年別傾向、男女別傾向、中学●高校別の傾向を知りたいために、ひいては本校生徒の性格

特性を知りたいために、大型コンピューターにそのすべての数値を入力し、それらの平均値と標

準偏差を求めた。（表１）

次にこれらの数値を学年別（中学１年～高校３年）の男女別プロフィールに記入した。

ｉ）Ｙ・Ｇ性格検査プロフィールの学年別、男女別の特徴
』】』』》』』』』】
辱】』毎画》】｝■】』。
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総じて女子のほうが外向的で積極的であるし社会的適応性にもすぐれている。特に中学１年

生の女子のプロフィールは右下がり型に近く、安定秋極型といえる。協調性に富み、劣等感も

少なく、まとまりがあると言える。中学２年生が最も男女差が少なく、平均的である。中学３

年生では男子の社会的内向性やリーダーシップがとれないこと、非活動的な面が中学最高学年

として気になる点である。これは、２年前に入試改革として抽選制を大幅に減じたためとも思

えるが（現中学１，２年生は－次、二次テストとも筆記テストが主体、－次と二次テストの間

に５～10％程度抽選で落とされる。現中学３年生以降は－次で定員の３倍まで抽選、二次テ

ストが筆記テスト主体の選抜）女性上位の学校ムードのなかで浸りきった中だるみ現象である

といえば言い過ぎだろうか。

高校では高校１年生女子がすべての特性で男子より優れているといえる。高校一年生男子の

主観的、非協調性の特性が強いことはこの学年のまとまりにとって気になる点である。又、高

校３年生男子の思考的内向の特性の項が目につくが、女子よりも将来の進路について深く考え

ざるを得ない周囲の状況もプレッシャーとなっているのかもしれない。また、高校２年生男子

が最も特性の変化が少なく、これといった特徴が挙げにくい。
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ii）Ｙ・Ｇ性格検査プロフィールの中学・高校別、男女別の特徴

次に中学・高校別に、男女別の各特性について平均値と標準偏差を求めた。（表２）これら

の結果をもとに中学・高校別の男女別プロフィールを作成した。

分一ｍ､（中ニー気

一
吠

穆
噸
麩
面

孵
り
蝦
Ｃ
蕊
ｌ
擁
Ｎ

情
施
安
定
性αペＭ

迫
応
性
活
助
住
向
性

社
会
的
「
－
－
－
－
Ｊ
「
１
－
Ｊ

「
‐
剖
郛
１
Ｊ
向
同

》ｏ輕山》“識ｃ唖Ｒ》Ｔ》Ａ》Ｓ

中学男子全一（168名）

女子全一。…。…（188名）

情
緒
安
定
性
適
応
性
活
助
住
向
性

調
》
誹
艫
劉
創
鯛

高校男子全

女子全…．。…｡。…

－２１０－ 

１ ２ ３ ４ ５ 

1５ 1０”３［ 4０５０６０ 7０８０９０ 9９ 

06 

０２ 

０３ 

０３ 

0２ 

０ 

0２ 

０２ 

３７ 

４７ 

。

３６ 

７ 

３６ 

３ 

８ ＡＩ！ 
８ 

入 1２ 

ごﾉ、！ １２ 
７， 

、
､ 

１ 

1３1６ 

1４１ 

２１ 

1３１６ 

辺1６

1３ 

１１５ 

'１２１１ 

1７２１ 

】９２０

1７２１ 

1７２（ 

1７２１ 

７２（ 

1５２（ 

1７２（ 
0２ 

０２ 

0－ 

0３ 

０５Ｉ 

０５ 

0５ 

００ 

３６ 

３６ 

７ 

４７ 

９ 

６９ 

５９ 

９ 

７ 1１１４ 

1２１１ 

ｎ、
1２】５

1２1５ 

10、

jiX 
１３ Ｍ1７ 

１６ 

18,ｔご～Ｍｊｌ１

1５２ 

1６２ 

1６２ 

１６２ 

１８２（ 

]７２（ 

８２０ 

1８２０ 

０５ 

０４ 

５９ 

５８ '１＞I？ 捻1611
1８２０ 

17ｍ 

0３ 

0４ 

0３ 

０３ 

４７ 

５ 

４７ 

４７ 

８ 

』一一%
；、｛

■￣ 

１６ 

1１ 

1２1６ 

1２1１ 

1７－２（ 

1７２（ 

1７２０ 

1７Ⅸ 
0４ 

0３ 

５８ 

４８ 

９， 

９ 

Ｍ１７２ 

１４1７２ 

標加点
パーセンタィ

抑うつｾﾋ小

§u分の変化小

劣等感J、

神怪固でない

恋観的

ｉＢｇＨ的

川

Ｅ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｃ 

攻…な:ｏ
Ａｇ 

非活励的

のんきで杜い

思考的内向

HHI性的

tt金的内向

Ｃ 

Ｉｉ 

ｌ 

ノ

ミ

Y-cFH腐姶香プロヲゴールr山呂2田）（中学全弓笠F）

１ ２ ３ ４ ５ 
1５ 】０２０３１ 4０５０６０ 7０８０９０ 9５９９ 
０１ 

０２１ 

２ 

４ ９０ 1３ 

1１ 1４1１ 

Ｍ１１ 
】９釦

1９２０ 
０２ 

０３ ７８ 
８ 

９ 向／
ｉＪ２ 

1３ 

1３１７ 

１Ｍ 
1８２０ 

8２０ 
0１ 

０ 

0１ 

0２ 

２６ 

① 

２６ 

３７ 

:〕ず（1312
】ﾍe、;Ｉ

1３１７ 

0１１ 

1３１７ 

処１

1８２０ 

2０ 

】８２０

1８、
０１ 

0２ 

０３ 

０２ 

０４ 

0４ 

0３ 

、３

０３ 

08 

２５ 

３６ 

４６ 

３６ 

５８ 

５８ 

４８ 

４８ 

４１ 

４７ 

６，、､９
７刃

i7a--T,、
,，＞〈：
;、と．,？
f'Ｆ 

四`１１１Ｍ
1２】Ｉ

11Ｍ 

３１６ 

１３】６
1４ 

ＭＩＴ 

■－ Ｍ１７ 

ｎ曰･】６

１５別

1５２１ 

１６劃

1５Ｚ 

1７２１ 

1７２１ 

１２０ 

】８２０

1８２０ 

1７２１ 
0３ 

０３ 

０ 

0 

４７ 

４７ 

２５ 

２５ 

OK--l 
`６、、

~￣1３ 

２１ 

１１皿】

回】

『￣２１

1７知

ＩｌＩ；Ｉ 
０１ 

０ 

３Ｔ 

２６ 

Ｂ 

ＪＷｉ］:’ ７ ｉｌｉ 
羽

21 

担印点

パーセンタ

抑うつ性小

イノ１

9m分の変ｲﾋ小

劣自F§g小

神厘固でない

塞皿的

囚』q的

［ 

〔

Ｂ 

Ｃ 

ＣＤ 

攻撃的RCない

非置qb的

Ａｇ 

のんきでない

思考的内向

皿従的

tt全的Pi伝Ｉ

Ｃ 

Ｒ 

Ｔ 

Ａ 

Ｓ 

〆詮手旦旦与〃Ｌ凸凹七片一、



中学では女子の方が社会的に外向で入づきあいもよく、支配性も高くリーダーシップをとり、

のんきで余裕がみられる。人と協調でき、劣等感も少なく神経質の傾向も男子に比べ弱いとい

える。高校になると、この傾向の拍車がかかり、総ての面で（情緒安定性、社会適適応性、活

動性向性）男子を凌駕すると言える。これは一体どこに原因があるのだろうか。

本校はいわゆる進学校ではないが、県内には男子進学校として私立中・高一貫教育が数校あ

り、上澄みがとられた結果、性格の特性の面でもこの事が影響しているのであろうか。それと

も現代社会一般の風潮としての『女の時代』が反映されているのだろうか。いかにも女がイキ

イキ、男が萎縮しているように思えてならない。

中．高のプロフィールをまとめて概括してみると、本校付属校生の特徴として、社会的に外

向的でのんきで、やや主観的な点があげられる。また男子にリーダーがほとんどいないことは

自主性を重んじる本校の校風にとっても由々しき問題であり、今後の教師側の具体的対応がの

ぞまれる。

〈表２＞Ｙ・Ｇ性格検査の中・高別、男女別の平均と標準偏差（各特性別）
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ⅢＣＡＳ不安診断検査（CaliforniaAnxietyScaIe）について

①この検査についての理解

ＣＡＳ不安診断検査はキャテルの長年にわたる多くの研究にもとずいて作られた不安の測定尺

度で、臨床診断を補うための、また、研究や調査のために用いられる簡素な質問紙法として現在、

得られるもののうち、最もすぐれたものと考えられている。

＜例＞

1人に対する気持ちや物事についての興味が変わりやすい。はいいいえ？

１６．ふだんは床につくとすぐ眠れる。はいいいえ？

質問項目は40で、この検査によって測定される不安の因子は５つあり、どのようなものかを

次に簡単に説明する。
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<表１＞Ｙ・Ｇ性格検査の各特性の学年別・男女別の平均と標準偏差
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Ⅱエョ、■画■■河Fﾛ■■で刀

ＹＧのＩについての学年Hll男女別の平均と露地値差ＹＧのＮについての学年ｶﾞﾘ男女別の平均と標準隔差
■三田ゴー￣

図画一一屯一一一
匹。■河圧乃■百丁、■ｍＴＨｚ面、E■、

■正ヨＢｍｍ■■rT瓦】■T■、訂■面河■百Kｍ
亟司■知■雫H■TITTFH■『■菰刀■、訂E■可、
エコロ河ﾛﾖｺ■UE7繭■■Ｔｍ司訂■五､■■西河■
■歪ヨ困訶■Ｔ■T■訂Ｚｎ■正司７，誼TrH■訂[ｱｴﾛ
■て=、ﾛﾛ釦■Ｔｍ冠、■江可可■

四面－－－￣￣￣
正。■河田朗■正面■■河而、■区汀■E匝匝■
■正ヨロ訂H、■■正司可■Ｈｐｍ■■r訂■■而砠
ぼヱョロョ訂、訂■■可可■■正面刃■正司■■ヨマヨ

正ヨ臨■ﾛ訂H丘百瓦田■耳了汀■雁■F刃Z葎、
■亜ヨロヨヨⅡＴ区画Ｔｍ■ＵｍＴ回EFT】■西T西

■てヨ、■砥Fﾛ■TmTU■百Ｔｍ

ＹＧのＯについての学年別男女別の平均と標地個差ＹＧのＣＯについての学年別男女別の平均と標準偏差

Ｏ対喰平

匹■■コ

ェヨ匹泪ﾛ引田■TmFFH■■T耐ﾛ■産面、Zn
■正ヨ日和、■巨万ZⅥ■■T百町TV■■■rFp■ＨｐＵ

広ヱヨ因訂Ⅱ弔日■、T河、z[FEH■■F、圧ＨＴＦｐ

正司図画……画巫
匪汪■■訂Ｔｍ■F■Ｔ７ｍｍ正万ＦｍＦ玉■医K汀■
■セョ、■E覇ﾛ■U万百ｍ区ＮＹ､刮丘■３ｍ’▲

＝ロア｢＝

■HE。－－四一
エョⅨ加切区豆､、■■可r可■■可Ⅲ圧■て刃
Ｆｚｺﾛｮｺﾛｦ■■ｍＴＲｍ■ず面■輌匠■隠沮

ぼてﾖﾛﾖ訂、訂ｍｒＺＲ訂■■藏刃ぽ矼刀圧■ＴＩ

ロ正ョ■訂ｺﾛﾖｺ■応TTFﾛ■百汀、Ⅱ、訂ＥＦ回Ⅲ

■誼■瞑羽■Tm■ＴＺ啄珂■■百｢蕪ｐＨ■雫EHE可司■
■て■、■■誘日

－２１２－ 

、 対」

男

２ 

女

平均

男 女

標噸Ｉ

男

圃差

女
1年 5５ 6２ 8.2727 8-6613 5.053 5.096 

2年 5８ 6１ ９ 3793 1０ 4590 ５←622 ５ 557 

3年 5５ 6５ ９ 3636 10 8000 5.328 ４ 800 

4年 1２ 3621 1０ 0517 5.297 ５ 056 

５年 5６ 6０ 1１ 6071 10 8167 5.419 ５ 667 

６年 6１ 5３ ９ 7213 ８ 5-580 ５ 213 

ＹＣの、についての学年別男女別の平均と標jU1垣雲

Ｃ 良

女

平均

男 女

標準Ｉ

男

副笙

女

1年 5５ 10.0182 10.2903 4.035 4.244 

２年 6１ ９ 11 1639 ４ 632 ４ 

３年 5５ 6５ 10 4727 1２ 2769 ４ 216 ４ 325 

４年 5８ 5８ 1２ 2241 1１ 3448 ４ 341 ４ 274 

５年 5６ 6０ 1０ 3750 10 7000 ４ 555 ４ 699 

６年 6１ 5３ 1０ 8197 10 7547 ４ 613 ５ 026 

対２

男

Ｒ 

女

平均

男 女

標耶Ｉ

男

H差

女

１年 5５ 8.4727 7.1613 4-906 4.484 

２年 ６１ ８ 3966 ９ 4918 ４ 906 ４ 272 

3年 5５ 6５ ９ 5091 ９ 3385 ４ 658 ４ 508 

4年 5８ ９ ０６９０ ８ ５ 126 ４ 317 

5年 5６ 6０ ９ 2143 ８ ５ 430 ５ 197 

６年 6１ 5３ ８ 0164 ７ 6604 ４ 842 ４ 416 

Ｎ 対＃

男

1２ 

女

平均

男 女

標躯Ｉ

男

副差

女

1年 5５ 6２ 9.6364 8.6613 4.859 4-708 

２年 6１ ９ 7069 1０ 1475 ４ 750 ４ 795 

３年 5５ 6５ 10 0545 1０ ４ 786 ４ 579 

４年 5８ 11 9828 1０ 4655 ５ 401 ４ 721 

５年 5６ 6０ 1０ 5714 ９ 9667 ５ 009 ５ 079 

６年 6１ 5３ 1０ 7541 ９ 9057 ４ 952 ４ 373 

０ 対！ Ｒ 

女

平」

男

ヨ

女

標準（

男

ﾖ差

女

1年 5５ 10.1455 9.8065 4-335 3.789 

2年 5８ 6１ ９ 7414 1０ 2787 ４ 245 ４ 424 

3年 5５ 6５ ９ 6182 1０ 4923 ４ 139 ３ 645 

4年 1１ 1１ 0345 ４ 397 ３ 020 

5年 5６ 6０ 1０ 1607 1０ 3667 ４ 203 ３ 991 

6年 6１ 5３ 1０ 2951 ９ 6415 ４ 518 ４ 029 

ＣＯ 剣

男

象

女

平均

男 女

標印

男

偶差

女

1年 5５ 9-4727 7.3065 4.281 3.890 

２年 6１ 10 6034 ９ 2951 ４ 155 ４ 458 

３年 5５ 6５ 10 7455 ９ 5538 ３ 968 ３ 619 

４年 5８ 11 8103 ８ ４ 766 ４ 380 

５年 5６ 6０ 10 2321 ８ 1833 ４ 632 ４ 261 

６年 6１ 5３ ９ 1967 ７ 8868 ３ 790 ３ 528 



く表１〉のつづき

[蕊蕊iiii

－２１３－ 

Ａｇ 角

男

'象

女

平均

男 女

標準個差

男 女
１年 5５ 1２ 2182 11 4032 ３ 828 3.809 
２年 6１ 11 4483 1０ ３ 853 ３ 340 
3年 5５ 6５ 11 1２ 0769 ３ ０８８ ４ ０４４ 
４年 5８ 1２ 7931 1１ ４ 625 ４ 621 
５年 5６ 6０ 1２ ０１７９ 1２ 1167 ４ 313 ３ 728 
６年 6１ 5３ 1２ 4426 1１ 8679 ４ ４ 481 

ＹＧのＡｇについての華年RII明方NIIの平色し短輸喧差

Ｇ jＫ 

男

･象

女

平均

男 女
標準値差

男 女
1年 5５ 6２ 1１ 1１ 4.077 4.241 
２年 6１ 1１ 10 5246 ３ 914 ３ 659 
３年 5５ 6５ ９ 9636 1０ 5538 ３ 672 ３ 245 
４年 ９ 11 2931 ４ 829 ４ 
５年 5６ 6０ 1０ 7143 1０ 0667 ４ 405 ３ 982 
６年 6１ 5３ 1１ 1０ 8491 ５ 008 ３ 764 

ＹＧのＧについての学年FII里方RIIの平迄し遼髄掴差

Ｒ 角 ､象

女

ｪ１ 

男
均一
女

標印

男

隔整

女
１年 5５ 1４ 2182 1４ 4.063 4.6Ｍ 
2年 6１ 1３ 9138 1４ ３ 696 ３ 519 
3年 5５ 6５ 1３ 5636 1４ 3077 ４ 184 ３ 708 
4年 1２ 1４ ４ 537 ３ 756 
5年 5６ 6０ 1２ 1３ ４ ４ 
6年 6１ 5３ 1２ 3934 1３ 4151 ４ 510 ５ 

ＹＧのＲについての学年日Ⅱ璃方flIIの平也上琿諭値差
Ｔ 典 象

女

平均

男 女

標印

男

価差

女
1年 5５ ９ 7818 10-5645 3.745 4.314 
２年 5８ 6１ ９ 7759 ９ 9344 ４ 608 ４ 276 
３年 5５ 6５ ９ 1０ 0154 ４ 452 ４ 547 
４年 ７ 7931 1０ 3448 ４ 086 ４ 537 
５年 5６ 6０ ９ 0179 10 0000 ４ 700 ４ 618 
６年 6１ 5３ ７ 3279 1０ 2453 ４ 419 ５ 053 

ＹＧのＴについての学年DII興亡ＩMIIの平均し』亜独傭差

Ａ 角 '象

女

平均

男 女

標印

男

佃達

女
1年 5５ 10-6909 12.4355 3.490 3.542 
２年 6１ ９ ９ 9344 ４ 103 ３ 731 
３年 5５ 6５ ８ 9455 10 5077 ３ 922 ３ 9Ｍ 
4年 ９ 1379 1１ ５ 073 ４ 387 
5年 5６ 6０ ９ 2143 1０ ４ 560 ４ 399 
6年 6１ 5３ ８ 7869 10 ４ 875 ４ 652 

ＹＧのＡについての学年別男frBIIの平均し麺弛喧窪：

Ｓ 角

男

蚊

女

平均

男 女
擦準偏差

男 女
1年 5５ 1３ 2182 1４ 3.919 3.856 
2年 5８ 6１ 1２ 5000 1２ 8033 ３ 614 ３ 741 
3年 5５ 6５ 1１ 2182 1２ 5538 ３ 775 ３ 841 
4年 5８ 11 1４ 1034 ４ 667 ３ 999 
５年 5６ 6０ 1１ 1３ 0000 ４ 895 ４ 071 
６年 6１ 5３ 1２ 1３ 1887 ４ ４ 515 

ＹＧのＳについての学年Bll輿七日Ⅱの平直Ｌ鍾況h億望塵



〈ＣＡＳの不安因子＞

Ｑ３(~)：人格統御力の欠如、または自我感情の発育不全（Defectiveintegrationorlackof

selfsentimentdevelopment） 

自我感情を吟味する意識や、社会的基準によって自己の行動を統御してゆこうとす

るモティベーショソの不足を示す。すなわち、この得点の低いものは、自己統御力に

とみ、高いものはそれが乏しい。このような統御力の不足が不安の原因の一つになる

と考えられている。

Ｃ(~)：自我の弱さ（Egoweaknessorlackofegostrength）

欲求不満によって起きた緊張を統御し、現実にふさわしい方法で表現する能力の不

足を現す。したがって、この得点の高いものは情緒的に不安定であり、低いものは成

熟した性格を示す。

Ｌ：疑い深さ、又はパラノイド型の不安定性(Suspiciousnessorparanoidtypeinsecurity）

この得点の高いものは、疑い深い、嫉妬心が強いなどのパラノイド的な傾向を示し、

低い方は、人を信じる、順応しやすいなどの特性を示す。

Ｏ：罪悪感（Guiltpronenss）

無価値感、憂篭感、罪悪感をふくむ因子で、その低い方向は、自信がある、順応性

にとむなどという特色をもつ。

Ｑ‘：§庵R雨iiiによる緊張､または衝動による緊迫状態(Frustrationtensionoridpressure）

この得点の高いほうは、衝動による緊張感が高く、興奮しやすい、怒りっぽい、神

経質などの傾向をあらわし、低い方は、粘着質である。落ち着いているなどの特色を

示す。

②ＣＡＳ不安診断検査実施にさいして

この検査も中・高６学年全員を対象に実施した。その結果を採点し、粗点を中学用、高校用の

男女別換算表によって10段階標準得点に換算した。標準得点は、粗点の度数分布を正規化し、

１０段階に分けたもので、平均5.5,1段階は標準偏差の２分の１である。

〈得点の解釈＞不安得点（標準得点）は次のように解釈される。

、
９
８ ]-不讓…鯛繍衛…に…こと。

不安が普通より高いのでよく注意してゆく必要がある。

}藤鬮して'…為｡繍繍…………ら…澪

７ 

６
５
４
 

i慨鯨蝋蝋:鰯竈…。
ﾝの乏しい場合もある。危

－２１４－ 



③ＣＡＳ不安診断検査の結果

生徒一人一人のＣＡＳ不安診断検査の結果をＣＡＳ因子別プロフィールに記入し、

判定した。

ＣＡＳ因子別プロフィール記入の例

因子別プロフィール

その傾向を

亟亜亟皿亟亟

1２。0５０ｆＢDUO

換算表高校生【男子用】

高校生【女子用】

－２１５－ 

因子

I囲邸柳点
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 

Ｑ２(-） 
自我統御力欠除

Ｏ～１ 2～３ ４～５ ６ 7～８ ９～1０ 11～1２ 13～1４ 15～1６ 

Ｃ(-） 
自我の弱さ

Ｏ～ ２ ３～４ ５ 6～７ ８～９ １０～１１ 12～1３ 1４ 15～1６ 

Ｌ 

パラノイド傾向
０～ ２ ３ ４～５ 6～７ ８～９ 10 11～1２ 1３ 14～1６ 

０ 

罪悪感
Ｏ～ ２～３ ４～５ ６～８ 9～1０ 11～1２ 13～1４ 1５ 1６ 

Ｑｏ 
衝､bによる緊迫

Ｏ～１ 2～３ ４ ５～６ 7～８ ９～1０ 11～1２ 1３ 14～1５ 1６ 

縄得点
(不安点）

Ｏ～1１ 12～1６ 17～2２ 23～2８ 29～3４ 35～4０ 41～4６ 47～5２ 53～5７ 58～8０ 

因子

楓叩得点
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 

Ｑ３(-） 
自我統御力欠除

0～２ ３ ４～５ ６ ７～８ ９～1０ 11～1２ 13～1４ 1５ 1６ 

Ｃ(-） 
自我の弱さ

0～1 ２～３ ４ ５～６ ７～８ ９ 10～１１ 12～1３ 14～1５ 1６ 

Ｌ 

パラノイド傾向
O～１ ２ ３ ４～５ ６～７ ８～９ １０～1１ 1２ 13～1４ 15～1６ 

０ 

罪悪感
O～４ ５～６ ７～８ ９～1０ 11～1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 

ＱＯ 
衝動による緊迫

0～１ ２～３ ４～５ ６～７ ８ ９～1０ 11～1２ 13～1４ 1５ 1６ 

総得点
(不安点）

O～1４ 15～2０ 21～2５ 26～3１ 32～3７ 38～4３ “～4９ 50～5４ 55～6０ 61～8０ 



次に本校全生徒の不安傾向を知るために、Ｙ・Ｇ性格検査と同じようにそれぞれの数値を大型

コンピューターにインプットし、それらの平均値と標単偏差を求めた。（表３）

そして、ＣＡＳ因子別プロフィールの学年別（中学１年～高校３年）の男女別にまとめた。

ｉ）ＣＡＳ因子別プロフィールの学年別（中学１年～高校３年）男女別の結果の特徴

中学ではＹ・Ｇ性格検査の結果と同様、中学１年生の女子が最も不安傾向が少なく安定し

ているのに、中学１年生男子は疑い深く、嫉妬心が強いなどのパラノイド傾向が女子に比し

てつよい。中学２年、３年生では、総じて女子の方がやや不安傾向が強い。特に中学３年生

ではほとんどすべての因子において女子の方が強い。しかも中学３年生が中学段階では不安

傾向が強い。

しかし、高校になると、高校１年生では、女子はすべての因子で男子よりも不安傾向が少

なく、安定している。高校２年生でも一つの因子を除いて（Ｑ`欲求不満による緊張）女子

は男子よりも不安定傾向が少なく、やっと高校３年生で男女差に大きな差がみられなくなる。

進路決定や受験を控えた高校３年生男子の不安傾向が高校１，２年生の男子に比べて少な

いという現象がみられるのは－体どうしてなのか。高校１年生、高校２年生としてのこの学

年の特徴なのか。それとも、将来の進路や目標がはっきりさだまらない、ちゅうぶらり状態

におかれているからだろうか。このことは、女子の不安傾向が中学３年生で殻も強くでてい

るのに、高校になると急に弱まっているのと好対象である。以上のことは、一般的に言って、

自我形成の発連や人格統御力が、女子の方が男子に比して、早い時期にあらわれることから

も推察できるが、高校生になると女子は学年での差がほとんどなくなり、安定感が増す。

＜中学の部＞

Ｃ」､Ｓ因子別プロフィール（中学１年生）

１２ 

トー＋Ⅱ

３ ４ ５ ６ ９１０ 

１Ｈヨ

７ ８ 

Ｑ２《－，人格随御力の欠如

ＣＯ－，自我の固さ トー＋Ⅱ ＩＨヨ

Ｌパラノイド傾向 岸Ｈ１ ＩＨヨ

Ｏ罪恩感 岸Ｈｌ ＩＨヨ

００欲求不簡による緊彊岸Ｈ１ ＩＨヨ

縫合 トー＋1１ ｌＨヨ

中１男子一（55名）

女子.－０－．０．.…（62名）

－２１６－ 



ＣＡＳ因子別プロフィール（中学２年生）

１２ 

トー＋Ⅱ

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

１ＨヨＱ２《－，人格続御力の欠如

吟ＨｌＣ《-0自我の弱さ ｌＨヨ

岸Ｈ１Ｌパラノイド傾向 ＩＨ弓

トー＋ⅡＯ罪唖亭 ＩＨヨ

トー＋1１ＱＯ欲求不満による既製 ｌＨヨ

トー＋Ⅱ縫合 １１－円

中２男子一（58名）

女子－０－。.…（61名）

ＣＡＳ因子別プロフィール（中学３年生）

１２ 

吟Ｈ１

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

１ＨヨＱ$《-】人格統御力の欠如

岸Ｈ１Ｃ卜、自我の弱さ '11ヨ

崔Ｈ１Ｌパラノイド傾向 11＋ヨ

トー＋ⅡＯ罪悪感 ｌＨヨ

岸Ｈ１Ｑｑ欲求不滴による緊要 ｌＨヨ

トー＋Ⅱ縄合 ＩＨ－ヨ

中３男子一（55名）

女子…。…。．…（65名）

－２１７－ 



＜高校の部＞

Ｃ」ａｓ因子別プロフィール（高校１年生）

１２３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

１ＨヨＱ２卜’人格暁御力の欠如

ＩＨヨＣｏ－Ｄ自我の弱さ

ｌＨヨＬパラノイド傾向

ｌＨヨＯ罪悪感

11-門ＱＯｉ３球不西による既製

ＩＨヨ縫合

商１男子一（58名）

女子.…。､－０．…（58名）

Ｃ」、Ｓ因子EIIプロフィール（高校２年生）

１２ 

岸Ｈ１

３ ４ ５ ６ ７ ８ 910 

Ⅱ1コＱ９《-）人柘統､､力の欠如

トー＋ⅡＣ０－Ｄ自我の弱さ ｌＨヨ

伝Ｈ１Ｌパラノイド傾向 ＩＨヨ

吟Ｈ１Ｏ罪悪感 11-局

岸卜ⅡＱ４欲求不満による緊彊 ｌＨヨ

H-U 魁合 ＩＨヨ

商２男子 (56名）

女子･…。…。…．（60名）
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●」ＡＳ因子別プロフィール（高校３年生）

１２ 

トー＋Ⅱ

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

U+ヨQO0-D人格統御力の欠如

トＨｌＣＯ-J自我の弱さ ＩＨヨ

トー＋１１Ｌパラノイド傾向 11枡

トー＋ⅡＯ扉悪感 ｌＨヨ

ｑ欲求不満による緊裂岸Ｈ１ 111-引

トー＋Ⅱ緯合 ＩＨヨ

(61名）

(53名）

岡３男子

女子･…○・一○一・

次に中学・高校別に男女別の各因子について平均値と標準偏差をもとめた。（表４）これらの

結果をもとに中学・高校別の男女別ＣＡＳプロフィールを作成した。

<表のＣＡＳ不安診断検査の各因子についての中学 ･高校別、男女別の平均と標準偏差
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平均 標単偏差

中高。
男女別

対象 Ｑｇ(-》 Ｃ(-） Ｌ ０ Ｑｏ 総計 Ｑ３(-） Ｃ(-） Ｌ ０ Ｑ‘ 総計

中学男 168 5.9405 5.9167 6.3750 5.3571 5.4107 5.8869 2０３５ ２００７ 2.017 1.965 1.922 2.060 

中学女 188 6.1755 5.7074 5.9840 5.7394 5.6277 5.9840 ２０８８ 1.936 2.025 1.907 1.932 2.054 

高校男 175 5.1143 4.6629 5.2057 4.6514 4.5600 5.7600 １９８８ 2.058 2.145 1497 1.940 2.090 

高校女 171 4.9883 4.2339 4.7135 4.2865 4.6257 5.4094 2.164 2.129 2０４８ 1.975 1.970 2.108 
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蛸 1Ｍ 口 ９町 ﾛＩ 雌
男 女 男 女 男 女

1年 5５ 6２ ５ 7818 ５ 6452 1.812 2.1洞
２年 5８ 6１ ５ 8103 ６ 0328 ２ ０９８ １ 9だ
３年 5５ 6５ 区万万J可 ８】5４ ２ 177 

４年 5８ 5８ ５ 3793 ４ 9655 ２ ２ O9uI 
５年 5６ 6０ ５ 2857 ５ 1333 961 ２ 
６年 6１ 5３ ４ 7049 ｡’ 8491 878 

ＣＡＳの項目Ｑについての平均と楓邸四夢

び 】、 ロ 9９ 且Ｉ 座

男 女 男 女 男 女

1年 5５ 6２ 5.9091 5.27妃 2.030 2.058 

２年 5８ 6１ ６ 0345 ６ 0656 816 １ 

３年 5５ 6５ ５ 8000 ５ 7肌６ ２ 7gｏ 

４年 5８ 5８ ４ 8621 ４ 2759 914 ２ 

５年 5６ 6０ ４ 5357 ４ 3000 ２ 論７

６年 6１ 5３ ４ 59蛇 ４ 1132 ２ 

Ｌ 1Ｍ ﾛ ９１リ ﾛＩ 壁

男 女 ﾘリ 女 男 女

１年 5５ 6２ 6.9091 5.5645 1.791 1.807 

２年 5８ 6１ ６ 3966 ５ 8852 ２ 2.098 

３年 5５ 6５ ６ 2182 ６ 4769 ２ 2.077 

４年 5８ 5８ ５ 刀5９ ４ 6724 ２ 111 1.751 

５年 5６ 6０ ５ 2143 ４ 4667 ２ 016 2.381 

６年 6１ 5３ ４ 6557 ５ 0943 ２ 1-914 

０ 期 ｋ 早月 uＩ 畦

男 女 男 女 男 女

１年 5５ 6２ 5.3818 5.4032 1.871 1.脚４

２年 5８ 61 ５ ５ 8033 1.965 ２ 

３年 5５ 6５ ５ 5818 ６ 0000 2.061 976 

４年 5８ 5８ ４ 8Z7６ ４ 2759 1.656 １ 963 

５年 5６ 6０ ４ 9653 ４ 4667 1.401 ２ 167 

６年 6１ 罰 ４ 1967 ４ 0943 1.327 768 

Ｑｏ ､Ｉ Ｒ ！ Iリ BＩ 腿

男 女 男 女 男 女

１年 弱 6２ 5.1636 5.4032 1.664 2.0OUI 

２年 5８ 6１ ５ 4828 ５ 7541 １ ２ 134 

3年 5５ 6５ ５ 5818 ５ 7231 ２ 149 

４年 5８ 5８ ４ 7586 ４ 6034 ２ 

5年 5６ 6０ ４ 5179 ４ 8167 ２ 

６年 6１ 5３ ４ 4098 ４ 4340 I 

1Ｍ Ｒ Iリ 0１ 酸

男 女 ﾘリ 女 男 女

１年 弱 6２ 5.74弱 5.4677 1.828 1-973 

２年 5８ 6１ ５ ６ 0328 ２ 075 ２ 213 

３年 5５ 6５ ６ 0182 ６ 4308 ２ 配】

４年 5８ 5８ ６ ５ 3793 ２ 106 ２ 007 

５年 5６ 6０ ５ 8571 ５ 4833 ２ 031 ２ 

6年 6１ 園 ５ ５ 3585 ２ 



、）ＣＡＳ因子別プロフィールの中学・高校別、男女別の結果の特徴

ＣＡＳ因子別プロフィール（中学全学年）

１２ 

陰Ｈ１

３ ４ ６ ５ ７ ８ ９１０ 

１ＨヨＱＯＩ－ｊ人格続御力の欠如

吟Ｈ１ＣＯ.、自我の弱さ ｌＨヨ

トー＋１１Ｌパラノイド傾向 ｌＨヨ

トー＋ⅡＯ罪悪感 ＩＨヨ

陰Ｈ１Ｑｑ欲求不満による緊翌 ＩＨヨ

岸Ｈ１健合 Ⅱ1ヨ

(168名）

(188名）

中学男子全

女子全一.。…。.….

ＣＡＳ因子別プロフィール（高校全学年）

１２ 

トー＋Ⅱ

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

IＨ－－ｌ Ｑ８ｌ－Ｄ人格銃御力の欠如

Ｃｌ.,自我の弱さ トー＋Ⅱ ｌＨヨ

Ｌパラノイド傾向 岸Ｈ１ ｌＨヨ

ＯＢ､思惑 岸Ｈ１ ｌＨヨ

００欲求不商による緊受 岸Ｈ１ ＩＨヨ

鱈合 岸Ｈ１ １１ｲヨ

高校男子全 (175名）

(171名）女子全一。．…。…．

－２２１－ 



不安傾向は中学では男女でほとんど差がなく、高校よりも強く現れている。これは未だ自

我形成力や人格統御力が弱く、高校生よりも未熟で、中途半端な段階にあるといえる。一方、

高校になると精神的に落ち着き、女子にその傾向が強くあらわれ、ほとんどの因子で女子の

方が男子よりも不安傾向が弱く、安定性が見られる。女子の精神的成熟の発達の時期が１，

２年早いことがわかる。

Ⅳ、クラブ活動の所属の形態と性格特性について

次に、奈良女子大学の丹羽教授の示唆により、上記の全ての結果をクラブ別に分析した。運動部

や文化部に所属している生徒のほうが集団に属しているし、日々の学習以外になんらかの活動を行っ

ているので、性格特性にもその影響がみられ、不安傾向も弱いのではないかという予想をたてたの

である。

①クラブ所属別のＹ・Ｇ性格検査の結果とそのプロフィール

生徒がどのクラブに所属しているかについては、生徒指導部のクラブ登録名輝を参考にした。

なお高校３年生については、センター試験の実施時期の影響が強くほとんどの生徒が高校２年生

終了の段階でクラブ活動を断念するため（特に迎動クラブ)、高校２年時までの活動記録を実綱

とした。また、全校生徒700余名の小規模な構成のため、実質的に誰がどのクラブに属している

か、どの程度、活動しているのかなどについてはおおざっぱであるがとらえられている。

表５，６をみてみると各クラブ成員数から、文化部の衰退が一目でわかる。特に男子に著しく

中学２名（調査人数168名中）高校７名（同175名中）のみである。（女子でも中学47名、高校

26名）これは全国的な現象で、集団グループとして、文化的な関心や趣味の領域で共に活動や

研究を通して、喜びや達成感を享受する経験にめぐまれない現代っ子の一側面の現れといえる。

225～226ページの４つのプロフィールをみると、中学男子ではクラブに属している生徒、特

に運動部に所属している生徒の方が安定祇極型といえる。Ｃ２（文化部所属)、Ｃ，（文化部・迎

動部とも所属）の生徒数はわずかに２名のため比較の対象とはならないが、一つの資料として提

示した。しかし各成員数にかなりのばらつきがあるため（Ｃｌ運勤部所属135名、Ｃ‘無所属２９

名）単純に比較することは正確さに欠けるので注意すべきである。

中学女子ではクラブ所属の有無がほとんど性格特性に影響をあたえていない。これも中学男子

と同様、各成員数に大きなばらつきがあるため（Ｃｌ115名、Ｃ247名、Ｃ’７名、Ｃ‘19名）

単純に比較はできない。しかし、個別にみた場合、運動部所属の女子は"のんきさ，,が目立って

いる。

高校男子では運動部に所属している生徒（Ｃｌ85名）は、ほぼすべての面で無所属の生徒（Ｃ1

71名）よりも安定積極型であるといえる。特に社会的外向の特性が目につく。運動部・文化部

とも所属の生徒（Ｃ312名）の生徒が内向的で社会的不適応が強く、情緒も安定していないいわ

ゆる不安定型消極型なのは何故か。２つのクラブに属し、より精力的であるべきはずであるのに。

この生徒達をしらべてみると、大半がワンダーフォーゲル部と写真部の所属者とわかった。ワン

ダーフォーゲル部は活動の時期がほぼ１年の前半に集中しているし、写真部は集団よりも個々人

の裁量によって活動に自由がきくため、両立しやすいと思われる。集団での激しい練習や活動が

必要なクラブというよりも、むしろ一人でもできる趣味的なクラブともいえる。（顧問からお叱

りをうけるかもしれないが）自分の世界にとりこもりがちな生徒がたまたま集まったのかもしれ

ないが、この生徒達には性格的な面で指導に注意が必要である。

高校女子を見ると運動部に属している生徒（Ｃｕ７７名）は、無所属の生徒（Ｃ‘60名）に比べ、

－２２２－ 



外向的でのんきで活動的で、強調性に富んではいるが、情緒安定性の面ではさしたる差は見られ

ない。文化部所属の生徒（Ｃ326名）はすべての特徴で平均的で目立たない、おとなしい人柄と

いえる。運動部・文化部とも所属の生徒は高校男子と好対象を示し、プロフィールは右下がり型

で安定職種型である。この生徒達はバスケットボール部と華道部､水泳部と華道部、ワンダーフォ

ーゲル部と器楽部などの組み合せで、“しっかり女性,,の集団と言える。

〈表５＞Ｙ・Ｇの中高別、男女別、クラブ別の各項目の平均と標準偏差

（Ｃｕ~`） 

その１（中学の部）

Ｉ 
Ｃｌ……運動部所属（ＣはＣｌｕｂの略）Ｃ３．．…･運動部・文化部両方所属

Ｃ２……文化部所属Ｃ`……無所属

※ 

－２２３－ 

ＹｏＧ 
対象数

Ｃ＝１ Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

平均

Ｃ＝１ Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

標準偏差

Ｃ＝1 Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

Ｓ 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

12.5704 

1３ 7565 

16.5000 

1２ 5532 

12.5000 

1１ 2857 

10.8276 

13.5263 

3.924 

３ 568 

0.707 

4.348 

6.364 

５ ０９０ 

2.953 

４ 128 

Ａ 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

９ 

1１ 

8741 

1391 

1４ 

1０ 

0000 

5532 

６ 

1０ 

5000 

5714 

9.1034 

11.0000 

３ 

３ 

939 

929 

0 

4.085 

０ 

３ 

707 

910 

３ 

３ 

697 

000 

Ｔ 男一女
135 

115 

２ ２ 

4７ ７ 

2９ 

１９ 

９ 

10 

7926 

5304 

７ 

1０ 

0000 

2979 

1２ 

1０ 

5000 

0000 

9.4828 

10.7368 

４ 

４ 

239 

327 

１ 

４ 

414 

491 

０ 

４ 

707 

163 

４ 

４ 

611 

759 

Ｒ 男一女
135 

1１５ 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1４ 

1４ 

1481 

7652 

1２ 

1３ 

5000 

3404 

1８ 

1３ 

5000 

1429 

12.5172 

13.2632 

４ 

３ 

068 

434 

２ 

４ 

121 

270 

０ 

３ 

707 

436 

３ 

５ 

247 

645 

Ｇ 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1１ 

1０ 

2444 

7391 

1３ 

1０ 

5000 

6383 

1５ 

1１ 

5000 

7143 

10.2414 

11.1579 

４ 

３ 

102 

635 

０ 

４ 

707 

178 

２ 

３ 

121 

147 

３ 

３ 

181 

500 

Ａｇ 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1２ 

1１ 

0815 

3565 

1３ 

1１ 

0000 

0426 

８ 

1１ 

5000 

1429 

11.0000 

115263 

３ 

３ 

746 

925 

４ 

３ 

243 

551 

４ 

３ 

950 

024 

２ 

４ 

632 

101 

ＣＯ 男一女
135 

135 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1０ 

８ 

0963 

6696 

1２ 

８ 

0000 

1702 

1２ 

８ 

5000 

1429 

10.8621 

7.4737 

４ 

４ 

265 

137 

１ 

３ 

414 

841 

０ 

４ 

707 

259 

３ 

４ 

815 

402 

０ 男一女
135 

1５ 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1０ 

９ 

Ｍ4４ 

8522 

７ 

1０ 

0000 

6170 

９ 

1２ 

0000 

1429 

9.1034 

10.5263 

４ 

３ 

400 

630 

２ 

４ 

828 

296 

４ 

４ 

243 

220 

３ 

４ 

363 

754 

Ｎ 男一女
3５ 

1５ 

２ 

灯

２ 

７ 

2９ 

1９ 

９ 

９ 

7259 

7304 

９ 

９ 

5000 

9574 

６ 

1０ 

0000 

7143 

10.4138 

8.4211 

４ 

４ 

971 

541 

４ 

５ 

950 

095 

１ 

４ 

414 

990 

３ 

４ 

896 

925 

Ｉ 男一女
3５ 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

８ 

８ 

6222 

8261 

６ 

８ 

5000 

7447 

８ 

９ 

0000 

5714 

9.7586 

72105 

４ 

４ 

962 

568 

２ 

４ 

121 

430 

1 

４ 

414 

928 

４ 

４ 

381 

454 

Ｃ 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

1０ 

1１ 

2370 

3565 

６ 

1０ 

5000 

9149 

７ 

1１ 

5000 

0０００ 

lql379 

11.6316 

４ 

４ 

441 

253 

０ 

４ 

707 

206 

２ 

７ 

121 

188 

３ 

４ 

691 

166 

、 男一女
135 

115 

２ 

4７ 

２ 

７ 

2９ 

1９ 

８ 9926 

9.5913 

1１ 0000 

10.7021 

８ 0000 

11.8571 

9.0345 

9.8947 

５ 500 

5.396 

１ ４１４ 

4.934 

０ 

4.845 

４ 975 

4.886 



〈表５＞Ｙ・Ｇの中高別、男女別、クラブ別の各項目の平均と標準偏差

その２（高校の部）
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一一一一■９F■７，ｍｍ■扇■、■田■■■■■、

軍■■ﾛ■■mnT届、雨、日田nＦ田■忠田■雨■■面■P刊

回ロローロロmmmmP田mwn■田■■、丘、■、

１１ﾋﾞペ１

面■囚ｍｍＨｍ７關岡扇田P田■■田■雨■、■田■
回・・〆Ⅲ'’’''’..！

寵

■、■田切■■、

画面■■■面、H円、P曰■■詞RPR刑■Ｔｍ区■■■、已囚田

回■四ｍｍn日mmnFnmF研■、丘Fn■田田■盃ｎ
面■■ﾛ■■面、ﾛ､■Ｆ■■艮冊mPH■、■T刑■祠■雨

一一一一■■開■■円、n用■79日■田田画円巨二二二

瓦■■ﾛ■■、■FPR■■円■Ｔｍ■PR田■雨■■田■、■囚曰

－－１四面ロﾛ而扉同Hmnnm日田■、■田圃■旧曰■雨
一ヨエ四房目用mgnmHnmRn■雨■田岡■■■ｎｍ

※Ｃｌ……運動部所属（ＣはＣｌｕｂの略）

Ｃ2･･･…文化部所属

Ｃ3･･･…運動部・文化部両方所属

Ｃｌ……無所属

－２２４－ 

Ｙ・Ｇ

対象数

Ｃ＝１ Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

平均

Ｃ＝１ Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

標準偏差

Ｃ＝１ Ｃ＝２ Ｃ＝３ Ｃ＝４ 

Ｓ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

127294 

14.5195 

14.1429 

11.5769 

10.0000 

14.8750 

111127 

12.6500 

4.620 

3.838 

4.059 

5.345 

5.377 

3.091 

4.566 

3.808 

Ａ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

9.9176 

11.3896 

8.4286 

10.0385 

7.3333 

11.8750 

8.3380 

10.3000 

5.162 

4.597 

5.381 

4.652 

4.355 

4.853 

4.283 

4.126 

Ｔ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

８２２３５ 

lq4156 

9.8571 

9.1538 

6.0833 

11.5000 

7.9296 

10.1833 

4.510 

4.532 

3.579 

4.679 

4.441 

6.969 

4.393 

4.638 

Ｒ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

13.0471 

14.7662 

11.8571 

11.1154 

11.5833 

12.6250 

12.4789 

14.0833 

4.700 

4.036 

4.670 

5.093 

3.919 

2.925 

4.504 

4.280 

Ｇ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

lq4588 

11.0909 

13.2857 

9.5770 

9.2500 

12.3750 

10.2676 

10.5333 

4.553 

4.010 

3.498 

3.962 

4.372 

3.378 

5.243 

3.972 

Ａｇ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

12.5059 

12.6623 

10.8571 

10.0000 

13.5000 

1２．００００ 

1229PHB 

12.0000 

4.455 

4.278 

4.451 

5.146 

4.400 

3.024 

4.344 

3.746 

ＣＯ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

9.6588 

7.6363 

6.5714 

8.2308 

１２二Ｂ型３

7.0000 

11.2817 

9.4000 

4.537 

4.208 

2.699 

4.227 

4.699 

2.449 

4.250 

3.872 

０ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

10.2353 

10.7403 

9.1429 

10.0385 

13.1667 

7.8750 

10.9437 

1ｑ3667 

4.511 

3.861 

4.018 

ａ400 

4.152 

4.454 

4.246 

３５２７ 

Ｎ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

1ｑ5765 

10.1299 

111429 

9.5000 

l1p833 

7.3750 

lL7324 

10.7333 

４９９１ 

4.810 

3.338 

5.077 

4.852 

5.290 

5.493 

4.329 

Ｉ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

ａ3176 

83506 

9.1429 

8.1923 

10.9167 

6.0000 

8.8592 

81667 

5.199 

4.650 

2.968 

4.907 

5.435 

5.264 

5.147 

4.548 

Ｃ 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

７１ 

6０ 

10.9176 

11.3896 

11.7143 

9.8077 

12.0000 

6.7500 

11.2113 

lL4000 

4.860 

4.560 

2.752 

4.622 

4.805 

5.418 

4.309 

4.416 

， 男一女
8５ 

7７ 

７ 

2６ 

1２ 

８ 

7１ 

6０ 

11.2000 

9.8051 

8.0000 

10二2308

14.9167 

7.0000 

10.8873 

11.3167 

5.642 

5.282 

4.0u、

5.101 

5.248 

4.899 

5.325 

5.347 
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中学男子クラブ所属別

Ｃｌ（迎動部所腿）－（135名）Ｃｓ（迎動部文化部とも所属）一一一（２名）

Ｃ２（文化部所属）－－－（２名）Ｃｑ（無所属）－－－（29名）

价
緒
安
定
性

■■＄ 

適
応
性
活
動
性
向
性

社
会
的
「
－
－
－
－
Ｊ
「
－
－
Ｊ

Ｎ》『。割引『｝“鋤Ｇ蛭Ｒ》Ｔ》Ａ“Ｓ

中学女子クラブ所属別

Ｃｌ（運動部所属）－（115名）Ｃ３（運動部文化部とも所属）－●一一（７名）

Ｃ２（文化部所属）ョ且←（４７名）Ｃ‘（無所属）。－………（19名）

－２２５－ 

１ ２ ３ ４ ５ 
１５ 1０２０３１ 4０５０６０ 7０８０９０ 9９ 
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0２ ３７ ｚ｣Ｆ１Ｉ 
1３１６ 

1４1１ 
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２１１ 
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0４ 

０３ 

５８ 
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９１１ 

1４且１７２（

1４１７２（ 

標卵点
パーセンクイノＩ

抑うつ性小

気分の変ｲ剛、

劣等感J1、

神経質でない

客観的

圏田的

Ｄ 

Ｃ 

FＩ 

Ｃ 

ＣＯ 

攻撃的で芯い

Ａｇ 

非活動的

のんきでない

思考的内向

囲従的

社会的内向

Ｃ 

Ｆ 

Ｔ 

ｊ 

Ｓ 

Ｙ－Ｃ佳栴桧表プロフィールイ[七一前、

１ ２ ４ ５ 

１５ 1０２０３（ 4０ 5０６０ 7０８０９０ 9９ 

0 

０２ ３７ ８、､▲●
Ⅲ 

】：

1３１６ 

1４１１ 

1７２１ 

1９２０ 
０３ 

０３ 

４７ 

４ 

８ 

、HL12I
２】（

1３１６ 
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0２ 

0 

０２ 

0２ 

３６ 
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￣ 

３６、

３ 

|万ぞぞ，咄
､.』S､急且’

1２１６ 

1３ 

１１５ 

1２１１ 

1７２（ 

７２（ 

1６２１ 

1７２１ 
０２ 

0２ 

0 

0３ 

０５（ 

０５ 

0５ 

０ 

３６ 

３６ 

７ 

４７＜ 

９ 

６９ 

６９ 

９ 

７ 

０ 

､B３Ｋｍ 、生０１４，，
1２１５ 

1２１５ 

I01ih， 
1３ 1４１７ 

３１６ 

ｌＭＬＬＭ１１Ｉ １７ 

1５２１ 

１６２１ 

1５２（ 

１６２１ 

1８剛

1７２１ 

８２０ 
tｎｌｎ 

、￣訂Ｆ百一~訂而一ムミミニゴ万一=詞ト牙マー￣ロー！

0４ ５８ １１～霜差－，６１１
1８２０ 

1７２ 
0３ 

0４ 

４７ 

５ 

８ 

.『亨憲
－ １６ 

】（

1７２（ 

1７、
０３ 

０３ 

４７ 

４７ ｉ、３６Ｋ
皿1５

1２１１ 

1７２０ 

1７２１ 
０４ 

０３ 

５８ 

４８ ,，ｒＬｌｌ '４１１１；Ｉ 

標邸点
パーセンタイハ

抑うつ住小
E 

9H分の変化小
〔

劣等感小

神経質でない

客観的

協周的

、

（ 

ＣＯ 

攻撃的で虹い

非活動的

ＡＢ 

のんきでぱい

思考的内向

服従的

社会8卯ＡＩ向

Ｙ－Ｃ性柊松森プロフィール（【や今璽）
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鯏
溺

高校男子クラブ所属別

Ｃｌ（運動部所属）－（85名）Ｃ，（運動部文化部とも所属）一一ヶ（12名）

Ｃ２（文化部所属）一一ト（７名）ＣＯ（無所属）－－－（71名）

洞
鰭
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９，/ｙ胆

適
応
性
活
助
住
向
性

社
会
的
「
－
－
－
－
Ｊ
「
－
１
Ｊ
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ＩＤ 

＞、

;し

高校女子クラブ所属別

Ｃ、（運動部所属）－（77名）ＣＤ（運動部文化部とも所属）一一一（８名）

Ｃｚ（文化部所属）一一一（26名）Ｃ‘（無所属）……－－…（60名）

－２２６－ 

】 ２ ３ ４ ５ 

１５ 1０２０３（ 4０５０６０ １０即９０ 9５９９ 

０１ 

0２： 

２ 

４ １$〈Ⅲ 1３ 

1； 

L‘｣j〆｡
1１ 

１１ 

1９２０ 

1９２０ 
0２ 
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0１ 
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０１ 

０２ 

２６ 
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１F<fgb12， 
；、4（;Ｉ

1３１７ 

４１１ 

，１３１７ 

か＝ｒ

１８２０ 

2０ 

1８２０ 

1８２０ 

0１ 

0２ 

0３ 

０２ 

0４ 

0４ 

０３ 
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1６２１ 
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1７２（ 

８２０ 

1８２０ 
０３ 

０ 

0３ 

０３ 
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0 

４１ 
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抑うつ性小

気分の慶化小

劣等感'1、

神経H】てない

客観的

漣田的
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Ｃ 

Ｂ 

［ 

ＣＤ 

攻撃的でない

非活動的

Ａｇ 

のんきでt[い

思考的内向

皿従的

社会的内向

（ 

Ｖ－Ｃ件捕柏杏プロヲゴール陣比国１

１ ２ ３ ４ ５ 
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８釦

1８２０ 

2０ 

1８２０ 

1８別

０１ 

0２ 

０３ 

0２ 

0４ 

0４ 

0３ 

0３ 

２５ 

３６ 

４６ 

３６ 

５８ 

５８ 

４８ 

４８ 

､`》､6~ﾐﾐ:日
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１４ 

１４ 

1２１１ 

1１１４ 

３１６ 

１３１６ 

Ⅱ 

Ｍ1７ 

1５２（ 

1５２１ 

1６２１ 

1５２１ 

1７２（ 

1７別

８２０ 

1８２０ 

0３ 

０ 

４１ 

４７ `,、Ｆ１： 弓了Ｌ,;７
1８、

1７２（ 

0３ 

０３ 

0 

０ 

0０ 

０ 

４７ 

４７ 

２５ 

２５ 

３７ 

２６ 
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８ 

ビ
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７２（ 

1７２０ 

1７、

１７２１ 

１８２０ 

1７２１ 

揮甲点
パーセンタ

抑うつ住小

イノＩ

9K分の変Ibj、

劣等感J1、

神径質でない

客ｉｎ的

堕2日的

Ｄ 

Ｃ 

Ｆ 

〔

Ｃ⑥ 

攻撃Hγで虹い

非活H1的

Ａｇ 

のんきでない

思考慨滴向

田捗的

社会的内向

Ｙ－Ｃ性旛桧在プロフィール（慈椌田）



②クラブ所属別のＣＡＳ不安診断検査の結果とそのプロフィール

｡」ＡＳ因子別プロフィール

１２ 

倍Ｈ１

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

１ＨヨＱ8脚人格旋回力の欠如

トＨ１Ｃ０－Ｄ自我の弱さ |Ｈヨ

《g塵Ｌパラノイド傾向 吟Ｈｌ ＩＨヨ

０罪悪感 岸Ｈ１ ｌＨヨ

Ｑｏ欲求不満による緊袈Ｈ-11 ＩＨヨ

建合 岸Ｈ１ |Ｈヨ

中学男子クラブ所屈別

Ｃ，（運動部所属）－（135名）Ｃ，（迎助部文化部とも所属）-0-＄（２名）

Ｃ２（文化部所属）－△-←（２名）Ｃｌ（無所属）‐－－－…（29名）

ＣＡＳ因子別プロフィール

１２ 

岸Ｈ１

３ ５ ６ ８９１０ ７ 

Ｑ２《－，人格旋御力の欠如

桿卜ⅡＣｌ.】自我の蘭さ

トー＋ⅡＬパラノイド傾向

陰ＨｌＯ罪悪感

Ｑ‘欲求不滴による既製岸卜Ⅱ

腱
トー＋Ⅱ緯合

中学女子クラブ所属別

Ｃｌ（迎動部所風）－（115名）Ｃ，（迎勤部文化部とも所属）-0-←（７名）

Ｑ（文化部所属）－△門←（４７名）ＣＯ（無所屈）……………（19名）

－２２７－ 



Ｃ色ＬＳ因子別プロフィール

９１０ 

１Ｈヨ

１２ 

陰Ｈｌ

３ ６ ７ ８ ４ ５ 

ＱＯ０－ｊ人格院御力の欠如

ｌＨヨトー＋ⅡＣ《~、自我の弱さ

ＩＨヨトー＋ⅡＬパラノイド傾向

ＩＨヨ吟Ｈ１Ｏ罪悪感

ｌＨヨ０４欲求不商による緊彊岸Ｈｌ

ＩＨヨトＨ１縫合

高校男子クラブ所属別

Ｃｌ（迎助部所属）－（85名）ＣＤ（迎勁部文化部とも所属）-0-匹（12名）

Ｃ２（文化部所瓜）ョ凸戸←（７名）ＣＯ（無所属）－－……（71名）

Ｃ１ＡＳ因子別プロフィール

４ ５ ６ ７ ８ ９１０ 

１Ｈヨ

１２３ 

Q30-D人格統御力の欠如

ＩＨヨ。-、自我の弱さ

ＩＨヨＬパラノイド傾向

ｌＨヨＯ罪悪感

Ⅱイヨ００圃球不閥による緊要

ＩＨヨ埋合

高校女子クラブ所属別

Ｃｌ（迎勤部所属）－（77名）Ｃ，（迎助部文化部とも所属）-0-←（12名）

Ｃ２（文化部所属）－△戸←（７名）ＣＯ（無所属）……………（71名）

－２２８－ 



中学の場合、男女ともクラブの所属形態によって、不安傾向の因子にほとんど差は見えない｡

Ｙ・Ｇ性格検査のところでも述べたように、各成員数にばらつきがあるため単純には比較ができ
ない。

高校男女の場合も、運動部所属の生徒と無所属の生徒を比べても不安傾向に大きな差は見られ

ない。高校生になると学習と運動部の活動を両立するにはかなりのストレスと緊張を要するよう

であり、精神的に余裕のあるものは少ないようである。ただ、ここでも高校女子の運動部・文化

部とも所属の女子の精神的安定性にはみるべきものがあり、男子のそれとは大きなへだたりがあ

る。

Ｖ、おわりに

以上のように、かなり大がかりな調査であったが本校生徒の性格特性や不安傾向の2奔毎の特色、

男女の差異、クラブ活動によるそれらへの影響などかなり具体的に把握できたように思う。今後こ

れらの資料をもとに、生徒の心の内面的な理解に寄与できれば幸いである。

次稿ではこの研究につづいて、生徒達の"今の有様''を様々な生活実態と、親の関係から調査し

た結果を発表する予定である。

－２２９－ 


